
頁 意見の趣旨 市の考え方 計画への反映

1 P.15

（5）ひととひとのつながりを育む学校部活動の地域展開の推進

記述にあるように、深刻な少子化であり学校全体の生徒数が減少し、団体競技ができる

学校が減っています。野球、サッカー、バレーなどやりたいけどできないといった子ど

もが増えていると感じます。学校部活動の地域移行は、文化的活動または個で可能なも

のに限られたケースとなるのではないでしょうか。また、地域も高齢化が進み核となる

人材がいるかも不透明であると考えます。上記したスポーツ的なものはできないと考え

ます。しかし、子どもが求めるのであればなんとかしてあげるべきと思います。益田市

には4つの高校があります。各高校との連携はできないのでしょうか？団体スポーツの

良さが実感できる部活動とならないものでしょうか？私も60歳を超えていますが、小規

模校でしたので団体協議への憧れはありましたが叶いませんでした。私のような思いの

子が増えるのは、なんとも言い難い気持ちになります。体を動かす楽しさ、厳しさ、ス

ポーツの醍醐味を経験できるのは若い時だけです。地域移行の考えの中に高校生と小中

学生とのつながりを入れて頂きたい思いです。

益田市では、学校部活動では支えきれなくなっている中学生のス

ポーツや文化・芸術活動に親しむ環境を積極的に変え、持続可能で

多様な体験機会を確保していくことを目指して、部活動の地域展開

に取り組んでいます。

ご指摘のとおり、学校の大半を占める小規模校では、開設されて

いる部活動数が１～３となっており、生徒が希望する部活動が学校

にはないなど、学校による経験格差が生じていることも大きな課題

です。

集団的スポーツを含めた様々な活動を準備し、子どもたちが主体

的に選択できるようにするためにも、小・中学校、高等学校を含む

地域全体の協力を得ながら部活動の地域展開に取り組んでまいりま

す。

　

　

　

無

「益田市教育ビジョン（第２次）」（案）に対するパブリックコメントの実施結果について

【パブリックコメントの実施概要】

①実施期間　　令和8年1月15日（木）から2月４日（水）まで

②閲覧場所　　市役所本庁、益田駅前ビルEAGA１階 教育総務課事務所、美都・匹見分庁舎、各公民館での閲覧、市ホームページにて閲覧

③周知方法　　市ホームページへの掲載による周知及び告知放送による周知

④意見者数　　2名

⑤意見件数　　2件

【ご意見の内容及びその内容に対する市の考え方】

１．「益田市教育ビジョン（第２次）」（案）の内容に対する理解度　1．理解できる（ある程度）‥＞1名　２．理解できない‥＞0名　３．分からない‥＞1名

２．頂いた意見とそれに対する市の考え方



2

心身の健康については、子どもだけでなく、全ての市民のあらゆ

る活動の基盤であり、社会全体で取り組むべきものであると認識し

ております。また、「子どもの健康について、健康増進、児童養

護、児童福祉の領域に委ねる」といった考えもございません。教育

分野としては、学校における児童生徒の心身の健康の保持増進に関

して、これからも引き続き関係機関と連携し、あるいは協力を得な

がら取り組んで参りたいと考えております。

そうしたことを前提として、本ビジョンは、あくまでも本市の教

育の振興のための施策に特化して策定しようとするものであること

をご理解いただければと存じます。

無

　益田市教育ビジョン（案）を拝読し、全体としてよく整理され、現代的課題に正面か

ら向き合おうとする意欲的な内容であると感じました。そのうえで、あえて一点、見過

ごすことのできない根本的な欠落について意見を述べます。

　本ビジョンにおいて、「健康」という言葉が明確に位置づけられているのは、教職員

の健康に関する部分であり、子どもの健康については、教育の柱として明示的に言及さ

れていません。教育の最終的な受益者は教職員ではなく、今を生きる子どもたちである

と考えます。教育ビジョンの中心に据えられるべきは、まず子どもの将来であり、その

基盤としての「心身の健康」であるはずです。

　学力、主体性、社会性、多様性の尊重といった目標は、いずれも重要です。しかし、

それらはすべて、子どもが心身ともに健康であることを前提として初めて成立するもの

です。

　「子どもの健康」については、健康増進、児童養護、児童福祉の領域に委ねるのでは

なく、このビジョンにおいて触れるべき領域であると考えます。この視点が明示されて

いないことは、意図せずして、今後の施策立案やその優先順位づけの中で、子どもの健

康が構造的にネグレクトされていくリスクを内包しています。

　ぜひ本ビジョンにおいて、「子どもの心身の健康を教育の基盤として重視する」とい

う視点を、基本理念または横断的視点として明確に位置づけていただきたいと考えま

す。それは新たな負担や分野拡張を求めるものではなく、この教育ビジョンが、今の子

どもたちの人生全体を見据えた、最低限かつ不可欠な補強であると考えます。


